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i . ' i . し れ ま で , . 慶応義塾大学產業研先所•生產構造分析プロ.ジ. ェ .クト.を中心に続 行 さ れ て 、キた 

一速の研究の目的は，高成長経済に随伴する経済構造変化の基本的要因を，投入一産出分析の手法 

によつて， 計量的に解明するこ とにあつ た。，かかる構造変化の基底には，成; ^に伴なう需要_造の 

変動，と共に，生産物の供給条件を規制する技術構造の変動もまた重要な役割炎果たす。いうず'も 

なく本研究の分析ほ，後者の伽，すなわち技術構造の変化とその波及の解明のた め に な さ れ て い  

ん .. . . . . . *  .. . . ゾ ，ノど . . : .

■ ■" ■ ' • - .■ ,■

1 . 2 . 本研究における一速の分析作業は，大きく三つの段階に分けてすすめられて去 た そ の 第 

1段階は，よく定義された個別商品毎の生産技術特性の確定である。具体的には商品ベース投入関 

数の測定という形で投入一產出の技術的関係が計測されたが, . 同時に，各商品の生産技術の特性と 

して規模の経済性の効果が顕著に検出された. ‘

硏洗の弟2 段階は，それぞれ固有技術特性をもつ各種商品間の転換過程の分析である。高成畏 

経済の下における生產毕上昇は，‘ 速な構造変化の中で把えられなければならない。苓の場合，経 

済全体としての生産性の上界，したがつて1 人当り所得の上昇は，従来と同一の商品構造を維持し 

つつもなおかつ実現するであろう生産性上舁の効果と，在来的商品生産からより髙い技術効率をも

注（1 ) 本研究は, 昭和44年度，文部省科学研究費を基に座衆:研究所生産構造分析プロジェクトおよび投入. 帝出分析_  
する日. 米協同研究作業の- 環として作燊がすすめられたe 研究成來の- ‘端は fChoic« and Introduction of New 
Technologyjなるテ一マのprogress p ap erとして，昭和44年度，第 1 米協同研究会議傲ハーバ一ド大学） 

讀告された• 研究作業に当つては，清水雅彦氏, 小只定之氏，i m m m , 剛嗔一氏 , 加藤_ 坻中村純氏，

木村文滕氏，営川旦子氏他多くの方々 Q労をわずらわした。本稿はこれら訊氏による協同研究の結架の報告でぁる。

14(432) 15(433)

K«3»S■拟S磁15»X规城银條 i織跋级(够游欲*«1:織 魏 iKi财;
*

1860年代におけるイギリス労働運動と努使関係

amalgamationは, 実にこれに対立するものとしてあらわれてきたことは*すでにふれたととろで 

ある。要するに，mrnlgamated societyの組織原則は，19世紀後半のイギリス労働組合運動に，さ 

まざまな歪みをもちつつ影響を与えたのであり，その意味でa S e にみられるような合同組贫が， 

全一的に，イギリス労働運動に君臨したのではなく，また労働運動の論理は，そのように1隹純なも 

のではないことを物語っている（未完)。

注( 1 ) Webb夫妻はそのHistotyメこおいてMacDonaldの National Unibiiについでは先分にふれているか，これに対机 

するanmlgamated associationについてはほとんどふれていない。しかしそれの影響力は少ないとしても無辑レえない。 

(G.D.H. Cole, ibid., p . 1 0 )参考までにColeによって，その勢力範囲をみてみよう。
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. 経済の基本的構造の決宠（一）

さて経済構造の変化の本質が，究極的には商品転換の過程に求められるとすれば，次にこれら 

商品転換を惹き起こす要因分析がなされなければならない。この点に関.しては’ 研究の第1段階で 

計測された個別商品毎の技術特性の解明，したがって費用構造の解明を驻礎にして，各商品間で， 

生産単位費用（unit cost)を最小にする方肉に商品代# が生ずるという作業仮説が置かれる。こめ波 

説の検証が研究の第3 段階を構成する。もしこの仮説の有効性が経験的に確認されれば，成長に伴 

なう構造変化の内容と，その要因の大半は解明され，その結果，構造変化の予測モデルの構築が可 

能となるであろう。以上のベた一連の研究計画を図示すれば次のようになるであろう•

第1段階 
商品別技術特性の把握 
イ. 商品ベース投入関数の計測 

(工業統計表4 一digit全部門)
構
造
変
化
の
研
究

第2段階 
商品転換構造の解明 
イ.原料系統商品群間の代替 
ロ . 産業連関表による経済の-基 

本構造の決定 
へ投入係数行列の変化の観寧 
(昭和35年.40年. 450乂35纖門表)

第3 段 階 ， 
技術奕化の研究 
イ.原料系統商品群 

代 替の _分 析  

技術象化と波及 
の 分 析 '

(汴2)
研究の第1 段階は，これまでの本プロジヱクトの研究報告として各猶機関誌に発表されてきた< 

この稿では，研究の第2 段階を扱う。第 3 段階の技術変化の要因分析は，現在作業を続行中である。

% 素原料系統商品群の代替に関する-^般的考察

2 . 1 . これまでに報告されてきた研究の第1 段階における計測諸結果を要約すれば，各商品に固 

有の技術特性に関して，「生産性上昇の主要因は大きく規模の経済性すなわち，資本設俾能力規模拡 

大の効果に依存すること」，および，「商品の異なる毎にその効果の程度が相違するととJ のニ点が

経験的に確認されてきた。

もし訐測結果の示す通り，規模の経済性（能力規模拡大）め効果と，各商品生産におけるその効贫

の程度に差の存在することが，最近の技術特性をあらわしているとすれば，一方にお。て経済成長

の，従って1 人当り所得上昇の条件は，鉴本的には生產與横，したがづズ市場規模0 拡大によって

のみ可能となることが指垧されると共に，他方において急速な成長過程においては，急速な商品転

..;主（2 ) ここにのべられた一迪の作業は，レオゾテイ.エフ* 投入.• 廣出分析の!叻学化を試みるという方丨において方法論的 

に統一されている。したがって，すべての; 則は投入♦産出分析の站本であるcomm0d妨 -ba8° 卟Proachにょっ-1 
行われヤいる。文献〔1〕，〔2〕，〔3 〕，〔4 〕バ &〕，〔11〕を参照せよ* •

- ;—• 16 (434)

象 マ1̂ ^ ^ ^ ^ 為糖す絲被叙ぶぬ雄政薇斑游探 } ^ 兔.碟4'芯 琢 ^^^;,ウヌ馆ド

経済の基本的構造の’ ^ ? ( 一）

換過程の魅が予想されることになる。その_ は次の通りである。商品に固有の技術という観点 

からすれば，全商品を，規模の拡大が，大きく生産性の上昇に寄与する商品群と,規模の経議を 

それ程大きくは発揮できない商品群とに分割することができる。成長に伴なう市場規模姑大の過程 

においては，必然的に規模姑犬の効果を棚に棚し得る商品群の生産が姑夫し,不利な商品め生 

産は相対的に縮小するであろう。かかる商品構造の転換過程が，逆に全体としての生臟の上界を 

促し，成長を加速チるという効果をもつことになる。

ざらに成長の過程では，-般的に資本の価格に比しで賃务率の相対的上昇が実現することが経験 

的に確認ざれる。かかる状況の下で、は, 通費上昇を_ する目的をもって，_ 能力拡大の効果 

を有効に棚し得る商品への投資命分の比重は高まり，その結果，資本集約的•高生磁性的•大規 

横生産に適した商品は姑大し続けることになる。他方技術的に麵拡大の効果を利用し難い商品へ 

の投資は相対的に低下してゆくぐ後者はしばしば在来“ 商品と呼ばれ，低生産性，新動集約的，屮 

小企業的という性格を持つが，もともと成長以前の小規模市場体系の国民経済に適合していた商品 

生産の群と，成長過程で大規模化してV、く市場体系に適合した商品群は,その条件を異にするため 

両者はその比重を変えて行かねばならないのである。 ：

2. 2. それではどのように商品転換の構造を分析することが最も有効な接近方法となるだろうか 

現実のiSmi転換過程を系統的に観察す彡ためには，- つの理論的仮説の下セ，異時点間の商品偁造 

舜化の実態が考察ざれなければならない。, 採択された仮説は次のようなものであぢた。

, 「一見不規歉観察ざれる商品構造の変化は，素原材料系統によっ て分類された商品群の代替M  . 

象として，一つの明白な転換の型を摘出しうる。」 へ...'

従来, 経済構造変化の研究は，麵構造の変化 , すなわち産業間生産物の比重め雜の分祈によ.

って考察されることが多かったが，この研究では,平面的に配列された単なる難間の生産物比逭

の変化ではなぐ各産業を垂直に貫く.原料系細品系列の代替現象こそが，構造変化の特質•である 

ことを指摘したいと思う。 -

, . '  . . . _ 

冶 1 表一A • B • C は, 原料系統の異るいわゆる新製品と在来的製品の例丨び率を，化学製 

. 品，繊維製品，アルミ系製品について比較した結果を示したものである。 __

第 i 表A をみると，主に工業塩を素原料とする在来的無機化学系統の伸び率は相対的に低く，昭 

和33 年から4 3年にかけて，年平均伸び率は1 5抑下にとどまっているが,■化学系製品が巾 

び率は高く，そのほとんどが年平均伸び率で1 5 % 以上であり， とくに# しい製品については，数 

十％もの伸び率を示した。石油化学製品の多くは中間段階の製品であるが,それらが最終製胳の段 

階に達すると，第 1 表- ：B にみられるように，天然織維系,パルプ系化学織維との代替成急速にお

一— 17 (435) j •"丨.•



経済の基本的構造の決定（一） . ■

となわれていることを知る。第 1 表一C は，新製品の代表としてアルミ系！!品の伸び率のみ穹あげ 

てあるが，他と同様に年平均伸び率は大きい値を示している。

笫1 表一 A 原料系統ー石油化学製品と在来化学製品の生產額伸び比較

ィ 石 油 化 学 毅 品 の 生 產 伸 び 率 p • 在米化学製丨ftの伸び率

■ ■ ■' . ■
明^43年 年平均 

仲び率 
(%)

昭和43年 

、 =100；

年乎均 
仲び率 

(%)

明和43年 
f昭38年、 
1 =100；

年平均 
仲び率 

(%)

昭和43年 
昭̂38年、
( =100ノ

声平均 
仲び率 

(%)

ナ フ サ 395.1 31.6 ブ タ ノ 一ノレ 218.6 *16.9 ボリヒ*ニルアルコ 
一ル

.232. 3 18.4 コ — ク ス 198.2 14.7

碎 化 石 油 ガ ス 242.9 19.4 酢 酸 182.2 [2.7 フエノ 一ル樹脂 235.6 18.7 カルシウムカ 

イト.
— バ 111.9 2.3

純 ペ ン ゾ - ル 647.3 45.3 酢 酸 ュ チ ル 158.4 9.6 ュ リ ア 樹 脂 195.4 14.3 か 性 / - ダ 176.9 12.1

!)' ォ■ロ - ル 313.4 25.7 玷 製 メ タ >パ一ル 211.4 16.2 メ ラ ミ ン 樹 脂 329.5 26.9 V — ダ 灰 157.9 9.6

合 成 石 炭 酸 223.6 17.5 メ ラ ミ ン 258.9 21.6 塩化ビご-ル m 脂 262.7 21.3 液 • 体 塩 素 ■166.4 10.7

無 水 ス タ ル m 243.3 19.5 トリクロルェチレ 

ン
222.3 17.3 ポ リ ス チ レ ソ 545.8 40.4 合 成 81 素 124.1 4.4

シクロ ヘキ サ シ 1，780.0 78.0 尿 229.8 18.1 ポ リ エ チ レ ソ 382.9 30.8 琉 酸 132；1 5.7

酸 化 ュ 考 レ ソ . 55L5 40.7 カブp ラ ク タト 307.8 25.2 ポ リ プ F*ピ レ ン 1,360.0 68.6 硫醆ブソモニ ウ人 120.1 3.7

ェチレゾグリコ 
ル

569.4 4L6 アタリルニ トリル 610.0 43.6 合 成 ゴ ム 371.1 30.0 塩 化 ア :ノモニウム 153.6 9,7

ァ セ V ソ 363.0 29.4 テ レ フ タ ル 故 299.1 24.5 家- 用 ：合 成 洗 剤 200.3 14.9 右 灰 素 104,3 0.9

(注）資料は東洋瘥済統訐月報，料年4月号。B表C表も同じ。 1

第1 表一B 原料系統の転換一繊維«石油系新製品と在来製品の生産額伸び比較

石 汕 系 天 然 系 パ ル プ 系

昭和43年 
f昭38年、 
\ =100}

年平均 
伸び率 
(%)

昭和43年 
f昭3&年、 
\ =100/

年平均 
仲び率 
(%)

昭_ 3 年 
f昭38年、 
\ =100}

年平均 
伸び率 

(%)
合 繊 長 織 維  

合 娥 短 饿 維  

合 饿 級 m 糸 

合 椒 織 物  

染色整理合繊織物

273.8 
297.1 

.231.1
229.8
127.9

22.3
24.3 
18.2 
18.1 
17.9

綿 糸 

毛 糸 

麻 糸 

綿 織 物  

毛 織 物  

絹， 絹 紡 織 物

112.4 
107:7
128.4 
93.4

108.2
125.6

2.4
1.5 
5.1

(―)1.4
1.6 
4.7

ス フ
人 絹 糸
ビ.スコ一.スス■フ糸 
ビスコース人絹織物 
ビスit - ススフ織物

111.3 
106.9 
151.7 
84.4 

101.5

2.2 
1.3 
8.7 

(―)3.3 
0.3

第1表一C 原料系統一アルミ系

昭和43年 
(3碑 =100) 年平均伸び率

アルミニウム 215.4 16.6
ァルミ庄延■品 248.3 20.0
軽 合 金 鋳 物 275.0 22. 4
アノレミサツシ 1,110.0 61.8
7 ル ミ ド ア 276.3 22.6

この観察から次のような特性を導出しうる。

イ）経済全体としてみると商品転換の構造は，個別商品ごとに独立に進行するのではなくて，一 

速の系統の商品群と他め一速の系統の商品群との代替という形をとって進行する。第. 1 表‘は,たと 

え最終製品の用途は同じであっても，使用した素原材料を異にする系統は，興なる商品系列に属す 

るものとして全商品群を分類したもめであって，この例に関する眼り，原斜系統による区分は，よ 

ぐ商品転換の特質を記述しているようにみえる。 ■

IU436)

経済Q基本的構造の決定(一）

ロ) 新原料系統の製品群が，在来原料系統の製品群に代替し，かつそれらが成長商品となるため 

の冶一の条件は，生産段階の長さにおいても，他産業部門への利用の拡がりの程度においても，い 

わゆる「後方連関性」が強く，したがって，産業波及の効果が大きいことである。石油化学製品の 

場合には，ナフサ，ベンゾール, 合成樹脂，ポリエチレン，合成ゴム，プラスチック，.合成繊維等 

の中Ml段階を择で，末端の織物，雜貨，玩具等ほとんどの最終財の生産にまで原料として供給され 

る。またアルミ系の場合に，も，建飨資材と!してのアルミ製建具のほ か ， . アルミニゥム庄延，マルミ 

ニゥム，アノレミはく，アルミ電線，ケーブル，軽合金鋳物等，多くの徒途をもっている。このj •う 

に，後方遽関性の強い原料系統製品は, 経済成長下にひとたび商品転換のg 向が確立され名と，産

業波及効果を通じて，市場規模が飛躍的に増大し，それが工場規模の掀大を誘発して生産性上昇 

を加速す為効果をもっ。 '

ハ）次に新原料系統の製品が成長しうるためめ第二の条件は,それらが大規模生産の利益を発撺 

できるような技術特性をもつことでもる。石油化学系商品群の場合も，アルミ系商品群の場合も， 

昭和邓年代後平から大幅な重点投資がなされ，生産規模の拡大とともに，生産性も大きぐ上昇1 

た。第 2 表からこれらめ事情をよみとることができる。一‘般的にいって，どの産業も産出量の伸び 

率は前期よりも後期の方が純化したが, 化学工業と石炭石油製品のみは，前期•後期を通じて高い 

産出里の伸びを实現した。反面，労働投入量の伸び率は減少し，その結果，これら両産業において 

は，後期における生産性の伸び奉の著しく高い値を実現した。これらのことから，新原料系統に属 

する商品群Q生産において，高い労働生産性上昇の実現に，工場規模拡大の効果が大きく作用し七 

いたことを女nるのである。

第2 表製造業業種別労働生産性変動状況 （填位倍率)

労 働 生 産 ’性 労’働 皮 入 ® 産 1 1 量
聯b牛
晤购T

4 0 年
~35~^r'

3 5 年 
3 0部

.4(T 年 ’ 3 5 年
~36~W

4 0 年
3 5 生

製造工業 1.55 1.67 1.47 1.21 2.33 1.77
鉄 m 1.55 1.94 1.46 1.09 2.25 1.78
非 鉄 金 屈 ， 1.63 1.76 1.40 1.06 2. 27 1.61
•機 械 . 2.21 1.77 1.94 1.28 4.27 1.99
窯. 業 1.35 1.60 1.48 . 1.09 1.99 1.60
化 • 学 1.59 2.18 1.27 1.10 2.02 2.08
石仙，，石炭製品 2.08 2.24 1.00 0.90 2.61 % 10ZI ム . 1 . 11 1.14 2 ‘ 16 1.26 2.38 1,40
皮 革 1.12 1,42 1.26 1.32 1.40 ニ i.84
紙 パ ル プ 1.39 1.58 1.13 1.08 1.87 1.53
織 維 1.38 1.56 1.18 1.04 1.63 1-47
製：. 材 1.22 1.04 L11 L 17 1.35 . L25
食 料 品 0.97 1,00 1.34 1,34 1‘30 L 34た ぱ >• 1.21 1.47 0.98 1.06 1.19 1.40

(注）資料はB本生產性本部̂■季刊也產性統韵ふ

二、以上のように，国段経済全体としてみれば，在来的原料系統に属する商‘品群を軸とする生產構

— 19 (437) ——

遂改这_ 職訟裳ぜ滋说緃$每與趟•泣遞後纪誠沒ぢ寒經微る淹辕麵多微ぎ武站靜な数想幾ぎが獄热 \ぺ<、り1 “*>4 > 3 %.バ尸



、■ 二 激 ^ ダ 4でぶ访贫•起越发免成;•资込式贫忍印功3をXi?織 ベゲ猫 一 iĤV.r~4i>-»^J£^V取 »
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経済の基本的構造の決定（一）

造から，新しも、原料系統に属する商品群の比重の高い生産構造へ，系統的商品群の転換過程が進行 

し，これが経済発展の下に生ずる構造変化の内容を形成していることがわかる。.

ホ）このようにして—国経済の商品構造は，大きく原料系統の代替効栗の影響の下に変容じてい. 

るとみるべきであろう。この国民経済レペルにおける原料系統商品間における代替の過程を，各系' 

統どi の最初の段階, すなわち素原材料消費量の変化としてとらえデこものが，第 3 表である。

第3 表素原材料消費量の伸び（物量タ- ム，輸入を含む）

単. 位 昭和35年 36 37 38 39 40 41 42 43

綿 、 花 （トン） ^ 100.0 115.4 86.7 101.6 97.5 99.5 101.0 106,2 113.7:

羊 毛 （トン） 100.0 135.2 113.2 126.7 119.0 130.3 151.2 142.4 154.4

..木 . . . 材 （1000m3) 100.0 108.4 110.8 116.8 119.6 121.0 132.9 145.8

溶解パル プ （トン） - 1 0 0 . 0 106.0 102.4 109.1 120.3 124.0 128.5 140.8 136.1

製.紙パル ブ （トン） 100.0 118.1 121.0 132.0 144.8 148.8 165.0 180.7 201.2

. 生 3 : ム （ドン） 100.0 108.0 111.5 110.5 127,8 127.1 135.9 144.3 153.2

原 皮 （トン） 100.0 138.5 152.5 , 162.0 166.2 , 162.7 171,1 162.2 182.7

原 油 (1000W) 100,0 124.7 147.8 191.3 23L9 270.3 319,1 387.5 449.3.

ナ フ サ' (1000k/) 100.0 143.2 249.4 352.2 531.2 783.4 969.2 1153.9 1391.7

液化石汕ガス（1000トン） 100.0 167.7 265.6 372.6 513.8 610. 9 681.5 •797.8 904.9

原 料 炭 （1000トン） m o 119.0 121.5 126.1 142.2 158.4 175.7 212.8 245.9

エ 業 塩 （1000トン) 100.0 108.8 113.6 123.5 140.2 144.8 153.5 167. 3 200.4

硫 化 献 (1000トン) 100.0 106.4 108.7 105.4 112.2 117.0 128.2 122.6 121.2

石 灰 石 （1000トン） 100.0 237.7 269.7 290.8 327.7 331.3 358.8 441.2 494.7

鉄 鉱 右 （1000トン) 100.0 136.2 158.1 178.2 211.8 250.9 285.1 342.4 391.5

銅 鉱 （トン） 100.0 113.0 69.2 135.8 146.4 145.7 167.8 215.1 254.7

'亚 鉛 ( トン） 100.0 127.8 155.0 165.1 185.8 214.7 247.8 281.1 324.7

ボーキ.サイ ト（トン） 100.0 117.2 126.3 147.2 173.4 180.4 195.1 , 215. 2 '250.4

資料：生産動態統計より計算

在来的原料系統は，綿花 . 羊毛等を素原材料とする天然繊維系，木材パルプ系，ゴム • 原皮糸， 

工業塩を素原材料とする無機化学系，鉱物を素原材料とする金厲系等によって代表されるだろう。 

このうち各金属鉱物系および石灰石の消費量は相対的に大きく伸長したが，すべての在来的素原林 

料消費量は，昭和 3 5年を 1 0 0として，昭和 4 3年にはほぼ20 0 以下の水準にとどまり，とくに天然 

娥維系の消费量は僅少であっすこ。他方，新原料系統の典型である有機化学系統の原油，ナフサ，液 

化石汕ガス， 原料炭等の素原材料消费量は大幅に増大し， ナフサの段階では昭和3 5年の 100'に対- 

し， 昭和4 3年には 1，傅 ) という大きい値を示した。この表から， 成長の過程では, . たとえ饰品の、 

_ 途は同じであっても，：原料系統の代替を軸とする商品転換が不断におこなわれていることを知る

ことができ:よう。

経済構造の本質は，库業構造変化の分析よりは，商品転換構造の分析によって，かつそれは原料' 

系統商品群の代替という形で，より有効に把握することができる，と述べたのは，.以上の理由によ，

経済の基 本 的 後 淀 (一）

、 3. 基礎的経済構造の決定  、

.■ こ ' . , ' . '  . . . •

3 .1. 刖節で商品構造の変化が素原材料系統商品群の代替現象によって説明され得る部分が大き 

'いしとを観察した。この関係を，理ii命的に分析することが.この節の目的である。'技術条件の変化，. 

あるいは，構造的特質を把握するために，我々は産業連閨表とぃう有効な分析手段をもっ。しかし 

ながら素原材料系統商品群による構造の把握という観点からは現存の産燊速開表は,素原材料から 

出発して，順次に加工划i理をほどこし，最終財をっぐるという明確な生產過程め視点には立ってい 

ない。しh かって, 現在のまま:の産_ 連関表をそのまま使用することによっては，系統的に構造的 

衆化の特徴を把握することは困難であろう。 '

この夢にぉいては，明確な型Q経済の基本構造を確矩するために，素原料系統別^)生産過程とい

う視点から既存の産業迪関表の部門の再配列を試み, 一っの経済構造の決定を試みる。載礎的経済
: . く：. .  ，：. ■ . . . . . . .

構造が決萣されれば，そめ構造のブレームワ一クを恶準にして異時点間にぉける商品転換構造の系

:統的観察を可能とし，それは技術変化の分析に一つの手がかりを与えてくれるであみぅ
■

• ' ' ' , ' '

3 . 2 . まず第1 に，本分析の作業仮説にっぃて説明し，次に具体的な作業内容と，その結果得ら 

•れた観察事実にづいてのベよう。 ,

直接の分析目的は「日本経済の昭和4o 年 . 3 5年M年の産業連関表（45o x 35o部門）に現われる諸 

部門の再12列化を通じて，部門間にわたる投入•産出の技術的関係の速鎖という視点から，経济の 

基-本的構造の決定奋試みるj ことセある。

いかなる甜huの生産も，驻本的には，' 素原材料 （rayir m aterial)を加工して製品原材料（material)

とし，それらを各部門でさらに加工し, その過齒を繰り返して，最無生産物 (end product，の生鹿

に到達す多とI 、う手列を迪る。経済が麂度:化するほど，技術的に各柄們の生産物の產出に必要とさ

れる他の部丨からの投;入は多様化するが，お0 ずから各商品の主要成分，すなわち主たる換入物

(main-input)の数は限定きれていI と考見られる。たとえば, 食料製品の生産に,原料として窯業

土石製品の使用ざれる箸はなく , また機械類の生産過程に, ，天然食料鹼作物が原材料として使用さ. 

れることはない。 へ” .

しのように，素原徊料から出発する投入一産出の過程の連鎖という祝点かも，経済構造cb内容を 

考察しようと試みるとき，次のニつの重要な基礎概念が生まれる。 .

一らは’ fcloc-independencyとぃう概念であり，他は, h ierarchyとぃう概念でf るV 最初にbloc- 

independency かち説明しよう。全経済で使用される素廐材料を適正fc分割すれば，経済全体の産樂

法 、3〉 文 献 〔6 j に お い 文 レ 才 ン テ 彳 主 ラ は depehden從 and inde^ndence, hierarchy and circularityと い う 概 仓 を  

htCo PP- 46〜 4ス 本 搞 で ゆ こ れ ら を independencyと }li咖 rchy .の ニ つ の 組 合 わ せ に お い て 考 察 す る •
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注 たとえぱ第3 blocにおV、て,第n部門は素原材料部 

門であり, 順次上方の部門で加工されて，第 k + 1 部 

門の商品はそのblocの最終生産物となっている。

注この図は全経済が三つのb lo cに分けられた場合の 

概念図である。たとえば，第 1 blocは，金厲鉱業を素 

原材料とする機械類，第2 b locは，天然作物を素原材 

料とする食料跖，绾3 blocはその他部H 等である。も 

し全経済がこのようにWoe-wiseされれば，全経済は

これらb lo cの単なる哿せ集めに過ぎなくなる。図で '
V .A .は付加価値部門，F .D .は最終需要，T は全生産 

‘ 額を表わしT いる。
■ ■ 『 . ■ ■ . '  

次に hierarchy (序列性）の問題に移ろう。もし各blocの中で（あるいは各Ibioe自体が一経済体系を撤

成しているならばその経済全体について)，素原材料から出発する加工の段階は，各部門の序列性を決め

るであろう。そのとき，より基礎的な加工段階を連関表の下方に配列すれば，一つの素原材料系統

に厲するbloC内で第2 図の如き三角性（triangularity)が得られるであろう。

, かかる序列性が厳密に存在すれば，各 blocの行列において三角性をもたらすごとく部門を西配列 

することは容易である。すなわち，加工段階のより莲礎的な部門では，より高い加工段階の商品を 

原料として使用することはない。従って，使用される素原料商品（たとえば右油）を生産する部門を 

最下段において，順次加工段階の高くなる順序に部門を配列しなおせばよい。

y の bloc-independencyと，tr ia n g u la r ityの性格がどの程度まで現実の経済構造に発見し得るか 

の実験が, 本作業の内容を構成する。

3 . 3 . 現粜の経済構造は,きわめて輻_ しているから，必ずしも第2 図の如く傭潔かつ明確な型と 

なる訳ではない。どの程度，上記の性格が現突の経済表の中に観察されるかは，座業連関表の部門 

分割の大きさに依存する。 .より詳細な分類になる程，各ブロック毎の原料系統の迫跡はより明確と

j  .nrメブュ從银游雄S像挪贫職れ、糊 .淡 i

経済の基本的構造の決定( - )

速関表を， これら素原材料系統群に莲づく幾つかの独立なb lo cに分割しうることが期待される。- 

もしこれが可能ならば， 第 1 図のように複雑な経済構造を互に独立なブロック（bloc-independency》 

に分釦してその内容を考察することができよう。

第 1 図再配列化によるbloc-independencyの 例 第 2 図 第 1 図における各bloc内の三角性の例

部門一1■ 之 _ 3 4   *“ “ “  k  お +  1 F,D . T .k k + 1 •n F.D.

なるであろう。現在, 句木释済についてわれわれが入手し得る最大の表は，昭和4 0年と35.年にお

経済め基本的構造の決定 (―)

ける 450X 350 部門表（行部門数450 , 列部門数350 ) の二つである。両者とも，部門分類の甚準が，

ISIC (International Standard Industry Classification)に依拠して作成されており， 若千の変]^を除い

ては，比較可能になるごとく作成されてい‘る。 この理由により，本作業は 4 5 0 X 3 5 0部門表の西配

列化から始められた。次に，現実の投入量産出構造を因式化すれば，必す: しも，

素原材料投入一^第 1 段階の加工一^ 第 2 段階の加工-^“―最終生産物

の如く単線的な構造をとっているわけではない。 このような関係が画かれるとすれば，それは，各

加工段階における主要な投入物（main-inpUt〉と生産物の関係，さらにその生産物を主要な投入物と

するような生産工程をつなぐ投入一産出関係の部分だけについてであろう。

素原材料段PIj (raw-material)を CR.M.〕t 中間主要原材料段;階 '(main-input~>outDut=main-input- .̂*)

を 〔M.M.〕，最終生産物段階（end product)を Q B .P Jという記号で表わせば，ごる系列は,
' ： ■ ' ' ■ ■ - • . ■ ：.

, 〔R. M).一 "  --------------------- ►  (M. M ) ------------- -------------- *- CE. P )
/ — ---- -------------- ----- :— ^ A._____ ：_：一一- .. • 匕...______ _

〔素原材料〕一 4 ( 主原料投/⑶ 出 卜 (主取料投入-産出) — 〔最終生産物〕
、 第1加 工 段 階 第 2 加 工 段 階 J …

例 〔原 油 〕一一如〔ビニ ロン樹脂~ 一■► ビニロン紡績糸〕一一一》► 〔ビニロ.ン製品〕

と表わされる。しかし，現実は，このような単線的構造ではない。一づの素原材料を莲にするbloc 

内においても，

〔R.M.〕- — 〔M.M.〕一 >〔E.P.〕

の一連の過程に，他のblocからの生産物が使用される。上に例示したように，ビニロン紡紐糸の生 

産工程は，原油を素原材料〔R.M.〕，とするビニロン樹脂.(main‘input)，.を，.K、ニ ロソ紐績糸,(output)... 

に変換し，さらにビニロン紡績糸をmain-inputにしてビニ ロン製品(end product)ができるが，そ 

の過程において，エネルギー部門から，電力，ガス, 重油等の供給を受け，：また，包 装 （紙製品， 

その他）等の補助材料（auxiliary material)投入が必要とされる。そこで一般的には,次のような複 

線的投入一産出過程に拡張される。 . .

注 （4 ) 昭 和 40年 表 湛 本 表 (450X 350)は 昭 和 44年 4月 に 発 表 さ れ た ,:そ の 時 点 に お い て ， 本 作 業 が 0■ さ れ ， 削 和 40 

年 ， 35年 両 経 济 措 造 変 化 の 比 皎 研 究 が 訐 圃 実 施 さ れ る こ と に な っ た 。 し か し な が ら ， そ の 後 ，..総 理 府 行 政 彻 〖庁 に  

おし、て 昭 和 40年 表 を 驻 準 に し た 昭 和 35年 表 の 政 訂 作 楽 が 行 わ れ る こ と に な っ た ， 本 研 究 作 業 は 改 訂 前 の 公 表 資 料 か  

. 利 W し て 行 わ れ て い る ， '
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経済の基本的構造の決定（一）

(H .M ) ,— ~ ~ ►  (M.M)   r ^ C E .  P )

〔r . m 〕2------►  ( e )

〔R. M〕3■■_■■■■"■,_." p 〔Aux〕

等の形になるだろう。例示すれば，次のような関係になる；

〔原油〕一 "♦ 〔ビニ ロン樹腊一ビニロン紡緖紙〕

(重油〕

〔電力• ガス〕

〔原木〕•
〔.ビニール〕

〔包装紙〕

► 〔ビニ ロン製品〕

産業連関表に現われる全商品群の生産過程を，このような生産：! :程系列として再配列し，bloe-in- 

dependency と triangularity :の摘出を試みよう .

経済全体め投入一産出行列表を，次の七りの su ln n iatrixに分割する。

(i) QVLM.〕“ •.••• the main input—main-input submatrix (中'間投入段階〉

(li) 〔RJVL〕 t_he_faw-material'input'(素原材料投入） ’

(iii) C E 1 …...“ .“ the energy supply p a r t .(エネルギー投入).
',. . . . . .  . •

( i v )〔Aux〕 ••••••the auxiliary material use (補助材料）

( v ) 〔R 〕 ...... ••••the repair part (補修)

(vi) 〔S〕 ..........  service (サービス） . . ン-

^i| CV3 ‘ ......••• value added (付加価値）

C M .M Jのサブ♦ マトリックス構成内容を列挙すると次のようになる<*

■ 1 .建設•.土木系統, 2 . 建設用資材，3 . 民生用機器, 4 . 産業用機械，5 . その他の機械，6. そ 

の他の最終工業生産物，7 . 鉄鋼系統，8 , 非鉄系統，9 . 食料系統，1 0 .紡績糸系統，1 1 .製革•毛 

皮, 12. 土石製品及び石綿製品，1 3 . 織物系統，14.紙及び木製品系統， 1 5 . インキ，染料及び塗 

料系統，i 6 . 化学( I ) 系統，1 7 . 化学（I I )系統, 18• イ匕学(III)系統。

この18:の系統は，財の流れによって，大きくニつに分割される。一方は， 1 から6 •までの系統 

ブロックで，これらは，その最終生産物が,主に資本財どして投資にまた耐久消費財として消費に 

向けられる。他方は7 . 鉄鋼系統から18.化学系統までは，中間需要として生産構造の中核をなす 

ものである。前者(1〜6系統).がーつの素原材料と明確な対応を持たず，数種の素原材料系統を持つ 

中間生鹿物の投入を必要とするのに対し，後者は，素原材料系統が明確である。

〔R.M〕のサブマトリックX の構成は大きく分けて次の1 4の素胺材料系統に分類した。 より詳細

24(442) ― • ‘ .
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な分類は付表に掲げてある。この分類は，工業統f十表昭和3 8年原料篇および，昭和40年產業述関 

趣本li丨数表を基に，試行知誤的に原料系統を追秘して，最終的に決足されたものである. . 1. . .敷物. 

原料作物，2 . 鉄鉱石系統，3• 非鉄鉱石系統，4. 鉄屑，5 . 非鉄屑, 6 . 動植分性原油，7. 关然作 

物系飯，8‘ 窯業原料系統, 9 . 天然系織維原料系統，10• 狩狱業，1 1 .林産物系統，12. 石皮及び 

原塩，硫化鉱, 1 3 . 砂糖原料系統，1 4 .原油及び天然ガス系統。 ' .

〔E〕エネルギー投入部分については，いうまでもなく，石炭，重抑ン甯気， ガス等の部Mが含 

まれる。これらはすべての部門において使用される一般投入である。

〔Aux〕補助材料については，生産段階では最終財的なものであるが，最終需要のみに齙分され 

るのではなく，苒び生産過程に投入され，補助的機能をはたすものである。^ らにこれらの商品は， 

投入された部門における主要な原材料としては使用されなI 、。この補助材料ブロックに含まれ;6 部 

H は大別して以下の六つのグループに分けられる。 .

(丨）包装材料紙製容器，紙，木製品，アルミ庄延，ガラス容器，合成樹脂製品。

⑻身の孢り品—— 衣服，身の廻り品，履物, その他ゴム製品。 •

制 洗 剤 —— 石けん, 界面活性剤。 ， へ

(iv) 添加薬 品 その他最終化学薬品，カーボン• ブラック。 ：.

( v ) 道具類一道具類，その他の金属製品。 ノ

( v i )印刷•出版。 .ノ

〔R 〕すなわち補修部門は， 産業連,関表I56部門分割では機械部門その他の各部門に統合されて 

おり，分離できない。450 X 3§0部門表においてはじめてこれを分離できる。修理は,明らかに既存 

の機械設備の補修であるから，一般投入的他樁が強く，〔杜〕部門を独立させることが望ましい。

〔S 〕は各種サ- ビス部門の投入である。

〔V〕は付加伽値部門で最下段に配列される。

■ - - , i  ̂ '

3 . 4 . 産業速関表の苒配列化一-^上記の配列は, 原則として，: 速関表の上g から，

⑴ 〔M.M.〕，(ii) CR.MJ, (iii)〔E 〕/  (iv)〔A ux〕, ( v )〔R〕，(vi)〔S〕, (v i|〔V〕.

の順に再配列された。各ブロック内の部門配列は，生産工程段階を追うこと, したがって，可能な 

限り，三角性（triangularity)が实現するように! ?配列化された。約 1 5万個数にのぼる各 ĉell (450 

X35o行列のます13)の投A —産出洱配列表は，縮小写興版においても縦1 .5 m ,横 4 n iの大きさとな 

り，ここに掲けることができない。第 3 図は，現実の西配列表を菡にして画いたその概略図である。

この西配列化によって得られた結果では/ 〔M.M.〕P A R Tにおいて，明白な三角性（tria— Iarity)

と，5.つの大きなbloc-independencyの傾向を見出すととができた。図の〔JMM,〕P A R T において， 

右上方はalmost complete z e r o となる。 同時に，（イ)最終工業生産物ブロック，. ( ロ)鉄 •非鉄ブロッ

■~ ~  25 (443)  -----  *



経済の基本的構造の決定(一) 

第3 図 基礎的経済構造の概略囟

ク （鉄 . 非鉄系統に属する1 〜6系統) , い)食料ブロック，(ニ)窯業 . 土石ブロック， (ホ)その他の繊維, 
. •

紙，化学糸統のブロックはne辱rly bloc-independentな状態に観察される。

詳細な配列順序は，付表1 に掲げられている。

は，付表1 の大分類では次の順序に並ぶ。

(ィ）释終工業也産物ブロッ.ク 

f⑴ 〔建設•土木系統〕

⑵ 〔建設用資材〕
( 3 )〔尻生用機器〕

⑷ 〔産業用機械〕

( 5 )〔その他機械〕

( 6 ) 〔その他最終工業生産物3 
(ロ）鉄•非鉄ブロック

( ( 7 ) 〔鉄銅系統〕
U B )〔非鉄系統〕

H 食料品ブロック 

( 9 )〔食料系統〕 •
(ニ）籠業土石ブ.ロック

先に述べた〔M.M.〕P A R T における5 つ の bloc

d o )〔土石•石•綿系統〕
(十）その他ブロック

0 0 織物系統

(12) 紡績糸系統
(13)製革•毛革

(14) 原木系統

(15)インキ，染料，塗料

(16)化学⑴系統

(17)化学（n )系統
(18)化学（ffl)系統

注化学（1)(13)(111)系統 
については，末尾付表1 

を参照せよ。
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経済の基本的構造^ ( 一）

素原材料投入部分CR.M.3については，CM .M 0の配列が決定されれば， 自動的に決定される。 

なぜならば， 〔M.M.〕の 7 から 1 8の系統は， すでに述べたょうに, 素原材料との対応が明らかで.

あるから。例えば，CM.MJ-の序歹!jか，⑴鉄，⑵非鉄........と並べば，これに対応して，〔R .M .)の部:

分の配列は，⑴鉄鉱石，⑵非鉄k 石と並ぶからである。 ； '

このょうにして，経済の基本構造の内容が明らかになった。次にこの表に基づいて，各原材料系, 

統の流れがどのょうな構造をもっているかを考察しょう。

3. 5 . 第 3 図を基礎に，経済全体の中で，- つの素原材料使用がどのょうな経路を迎って生產描造: 

の中に吸収されてい < かを観察してみょう。 〔R‘M.〕 ブロックに含まれる原油は,石油精製部門に 

糾 、て，ナフサ (部門名，その他石油製品） と重油等に分解される。前者は，〔M.M.〕ブロックめ原材 

料になり，後者は〔E 〕 ブロックで各部門のエネルギ-として，広く全部門に配分される。ナフサ- 

を原材料と I  て受け とった石油化学部門は， これに変換を加えて（第 3図では，数字4一-> 5_—> 6) 

ナイロン樹脂をメイン. アウトプットとして，これを合成繊雜部門に配分する。合成繊維部pgは， 

その内部で, ナ イ ロ ン 樹 僻 ^ナイロン紛績糸— > 合成繊維織物の変換を行い，最終生産物として 

最終需要に配分される。（第 3図7 のプロセス）

一方，石油化学部門は，繊維ブロックへの原材料提供だけでなく，最終段階に近い生産物を生座 

している。たとえば，ビニール樹脂からビニールの袋をつくる。 ビニール袋は，梱包等の補助材和ト 

として，広く各部門で使用される。（第3図8 ― >-9― >10のプロみス）

同様のことが石油系統だけでなく，他の鉄 • 非鉄 • 天然繊維系 • 原木系 • 石炭系 • 天然ガス系♦.

原塩 • 硫化鉱についても見られる。

3. 6 . 前項で各ブロックの構造的内容の概略が説明された9 ここでは，さらに詳しく素原材料が 

ら出発する生産の加工段階おょび財の流れがどのょうな経路を迎るかを考察してみょう 

塞本構造図式において見られるtriangularityおょび，bloc-independencyの性格から，われわれ 

は，第 3 図における， P A R T 〔A〕の三角行列部門だけをとり出して， 他と独立にその部の構造か 

詳細に観察することができる。

末馬付表（第 I 表, 第n表) は， 三角化された経済全体の産業連関基本表（450x350sec.) の名目フ 

ロー表から，第 3 図概略図に示されたP A R T〔A〕の部分だけを取り出して，その 1/4 に小された 

写真を複製したもので‘ る。 PART CADの部分は，素原材料系統としては，動植物油！̂系, 硫酸系， 

工業塩系，石炭系，原油系に端を発する蓮礎化学部門と，原木系に発する原木パルプ系部門，及び 

以上のより.加工された尚次の段階としての娥維部門を含んだ三角部分行列であり，右上方は殆ど零

注（5 ) 付表第I表，第! !表は，寧義の複製であるために必ずしも鮮明な表となっていない。
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経済の基本的構造の決定（一〉

部分を構成している。撳維部門は，上記の化学，原木系統（人絹スフ系）以外に素原材料として夫 

，然繊維素系統を含んでいる。‘ • •

第 I 表は，昭和 40年表名目フロー表であり， 作業手続きとしては， 最初にこの年度についての 

-部門配列化が決定された。次いで，昭和40年度と同一の配列順序に従って，昭和3 5年名目フロ-  

袭を再配列化したものが第!！表である。両表を全体として概観すると投入ー產出の描造上に蘇くベ 

妾程の類似性を見出すことができる。すなわち，両年度とも投入ー產出の過程に明白な三角性すな 

'わち hierarchyが発見され，同時に配列構造も崩れていない。さらに織維部門と’ 化争M PJの間に 

姻確な .bloc-independency■が見出される（左下方が零)。 これ.らの点は，経済の構造かこの配列顧序の 

枠において趄本的に把握されることの有効性を示している。.両年度における構造上わ非類似性は， 

とれらの部門配列構造の粋内において，各投入構造め数字(財の投入• 産出の流れ) め変化に表われ•て 

くるであろう。さて，この非類似性をより詳細に見出す/こめにこのP a r t〔A〕め部丨1 の概略図会画 

'いたものが次の第4 図である。

第4 図 第 3 図におけるP art〔A〕© 部分の細格図
• I .

ntiN_____  /rw士，ぐ丨1-づ。3?、弇RP*!、 一—" ~―、化予ぷ丨])*■

*/R.

動植物油脂系
 _.

硫一酸系
 

'原促
系

•〔R.M.〕 Part r , 各素原:材料投入が記載されている。右側から，動植物汕脂系，硫酸系，原媪系， 

石炭系，原油系，原本系，天然繊維系と配列され，それらが各化学部門，原木パルプ部門，繊維部 

_PJ等によって加工されていく段階が矢印で承されている。いうまでもなく，繊維系最終生産物にと
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経済の基本的構造の決定 （一） ~

って，在来的素原材料使用系統は，天然繊維系（養華，、綿花等）であり，次いで, 原木系統（溶解パルプ， 

一 - スフ，レ一ヨン等）となる。新しい原料系統は，石油，石炭を素原材料とする合繊織維系であり- 

とくに石汕系製品の系統の進出は顕著である。昭和3 5年,昭和40年の投入構造変化がこの雄本的 

配列構造のフレームワークの中で比較されるならば, 最初にのべた，新原料系統商品群と旧原料系 

統商品群の代替現象という形で，商品構造の,転換過程が量的に把握されるであろう。これらの作業 

は現在続行中である。本稿でこれらの結架を提出できなかった理由は，イ，政府公表資料の段階に 

おいて昭和3 5年，昭和4 0年，両表が，部門分類上，完全に比較可能なるように調整されていない 

こと，ロ，この研究時点で昭和35 年基本表の改訂作業結果が未発表であぅたこと/ ハ，さらに両年 

度の450X350部門分割レベルでのデフレ一ターめ作成が不完全であったことの三点による。

. * ,* I

4 . 結 語

- >
以上が，一連の研究作業の中間結果の報告である。得られた結離を要約すれば次のようになるで 

ぁろぅ。 ぺ ' '

(イ）経済構造変化は商品転換の過程の分析によって良く説明し得ること。(ロ）商品転換の過程は'  

素原材料系統群の代替現象として把握されること。0 ）ヽ その結果 tr ia n g u la rityと，blo(;-indepen- 

d en cyの性格が，産業速関表の■再配列化によって明確に検出し得ること。

のニ点か明らかとな_った。これらの結果は，.経済の驻本措造の一■つの決定因式を与える。もしこの1. 

図式の上で，異時点間の構造比較が可能ならば，それは構造変化の基本的性格と，技術構造変化O  

分析に有力な手段を提供するであろう。投入係数変化の直接比較は次稿に譲られ；6 。

I - . . .
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経済の菡本的構造の決定（一）

A.P. Carter & A. Brody. V o l .2 , 1970，North-holland Publishing Company.

て12〕 A.P. Carter, **Changes in the Structure of the American EconomyM, May 1967, No. 2, Review 

Econ. & Stat.

付表1 原料系統による部門配列構迨

41 370320 謂子管および菴子応用装置
fM .M J PART 42 370210 電 球 類

( 1 ) 〔建設 • 土木系統〕 43 370120 送配馄機器

1 400110 住窀新妞築（木造） 44 370140 その他の産業用姐電機器

2 400120 住宅新迚築（非木造） 45 370110 発 常 機 器 '
3 400210 非fii宅 用 新 藤 （木造） ( 5 ) 〔その他の壊械]
4 400220 非住宅用新建築（非木造） 46 350230 统 . 砍 傾
5 400410 公 共 賴 •47 391010

iK̂u . ML3
理化学機器

6 400420 公共茁業（農集土木，林道，治山，災害） ■ 48 391020 度贵衡器，計 虽 器 .
7 400900 その他の速設 49 393090 時削•修理

( 2 ) 〔妞設用資材〕 50 393010 時 評

8 339040 セメント製品 51 391030 医 療 機 械

9 311420 弾 薬 類 52 392010 カ メ ラ

10 311411 産業用爆薬 53 392020 その他の光学機械
11 311419 その他の火薬類 54 370130 電 動 機

( 3 ) 〔民生用機器〕
55 370351 馄 線

12 360610 ミ シ ン _ 56 370352 ケーフ■ル

13 360620 冷蔵陆.洗濯機 ( 6 ) 〔その他の最終工業生産物〕

(4> cm w m m m 57 293000 本 製品（革製履物 • 身の廻り品を除く）

14 360320 鉱山 .土木迚設機械
58 391040 衛 生 材 料

15 381010 鋼 船
59 392030 写真感光材料

16 381020 木 船
60 399010 玩具 • 運動用品（ゴム製を除く）

17 382010 鉄 道 屯 翱
61 399090 楽 器 修 理

18 382020 産 業 川 輒
62 399020 楽 器

19 385030 転屯 • リヤカ~ 63 399040 筆 記 具

20 3S6000 航 空 機
64 232000 メリヤス製品

21 389010 その他の輪送機*械 65 399050 身辺細貨品

22 383000 1 :1 動 屯  ; 66 319220 化粧品 • はみがき *
23 385010 三 輪 屯 67 239020 い 製 品

24 385020 肉動二輪屯 68 241090 .履 物 修 理 .
' . 2 5 360310 農 業 機 械

69 241010 木 製 履 物  ；

26 350110 鉄 措 物 70 241030 その他 の 履 物 '
27 360210 工 作 機 械

71 260090 象 具 修 理

28 360220 金属加工機械 72 260010 木 製 家 具 、 .
29 360330 化 学 機 械 73 260020 金厲製家具

30 360340 欲 維 機 械 . . 74 350210 家庭相金属製品

31 360350 特殊座:業機械 75 251020 合 板

32 360360 産 菜 屯 軸 ( 7 ) 〔鉄鋼系統:）

33 360370 その他の機械 76 341840 機械川鍩鍛造品（鉄）
34 360110 原動機•ボイラー 77 341830 鋳 鉄 管
35 360410 一般産業機械およぴ装蹬 78 341820 鋳 鋼
36 360510 市務III機械 79 341810 鍛 鋼
37 370220 災也川馏気機器 . 80 341601 衝 滅 _ 管
38 370340 馄気計測器 81 341602 特 殊 鋼 赚  ’
39 370330 锟気通信機械および関速機器 82 341702 镀 企 鋼 材 _ :
40 370310 その他の軽饱機器 83 341701 冷 _ : 上 謝 ’

■ f g j iw a w iw

経済の基本的構造の決定 (一)

付 表 1 の つ づ き

Of 84 341501 .普通鋼熱[Hj圧延鋼材 134 205012 精米（輪入原料）
85 341502 特殊銅熱問圧麵材 135 205019 その他の精穀
86 341400 ' 粗 鋼 パ 136 209160 食 川 塩
87 341100 銑 鉄 (10) 〔土石製品及び右綿製品〕 .

( 8 ) 〔非鉄系統〕 137 334000 セメント

88 342910 機咖鋳锻造品（非鉄) 138 332010 板.ガラス

89 342990 その他の弗鉄金属一次製品 139 333000 陶 磁 器
90 341300 フェ.ロァロイ 140 331011 耐火れんが
91 342200 伸 銅 品 141 331019 その他の耐火れんが ! ;
92 342141 .アルミニウム 142 331090 その他の迚設川土石製品
93 342142 アノレミニウム 143 339030 石綿製品

： 94 342131 亚 鉛 ( 1 1 ) 〔織物系統〕
95 342132 W生亚鉛 144 244010 民生川繊維既製敁
96 342121 給. • 145 239030 製綿• じゅうたん J97 342122 n 生 鉛 146 231220 細 巾 織 物 ' .98 342111 镏 気 銅 147 231401 毛 織 物99 342112 更 生 銅 148 231402 織フェルト

(9 )  r食料系統〕 , 149 231500 麻 織 物
100 209200 配合飼料 150 231210 線 織 物  •
101 209170 製 氷 . 151 231120 人絹織物  '
102 220000 煙 草 152 231230 ス フ 織物  V

103 214000 淸凉飲料 153 231300 合成娥維織物
104 206001 パ 、ノ 類 154 231110 絹 織 物
105 206002 菓 子 類 . ( 1 2 ) 〔紡績糸系統〕
106 209130 め ん 類 155 230300 毛 紡
107 204010 水産びん•かん詰 156 230400 麻 紡
108
109

203010
203090

農産びん•かん詰

その他の好菜果実加工 、
157
158

230200
311510

綿 紡  ' 
人 梢 糸 丨110 204020 ねり製品 159 230500 ス . フ 妨

. 111 204030 水産食品 160 230601 ビニロン劫績糸
： 112 204040 冷凍魚介類 161 230602 ナイロン勘績糸 ’ ■
； 113 204050 塩蔵• 乾燥•くん製品 162 230603 アクリルニトリル幼績糸

.114 201210 畜産びん•かん詰 163 230604 エステル勒績糸
115 201220 肉加工品 164 230609 その他の合成饿維糸
116 211030 ビ一ノレ 165 230102 絹 紡117
118

211020
21.1010

合 成 酒  

淸 酒
166 230101 生糸（生糸以外の製糸を含む）

119 211090 その他の酒類、 ( 1 3 ) 〔製革• 毛皮〕 ,

120 211050 怒̂丨Uflアルコーノレ
167 丨 291000 | 製单.毛皮

121 209120 調 味 料 ， ( 1 4 ) 〔原木系統〕
122 209190 その他の食料品 168 319250 マ ッ チ

123 209111 食用なたね油 169 329200 防腐加工品
124 209112 食用大豆油 170 271240 繊 雒 板
125 209119 その他の食用油加工品 171 272010 加 エ 紙
126 201230 ラード（精製） . 172 271210 洋 紙

. 127 202001 飲用牛乳 173 271220 板 紙
128 202002 乳 製 品 174 271230 和 紙
129 209180 茶 •コ 一 ヒ 一 . 175 271120 製紙パルプ
130 209150 水飴•ぶどう糖 176 311940 セ卩フアン

131 205021 小 表 粉 177 311520 ス フ
132 205029 その他の製粉 178 271110 浴解バルブ ，

, 133 205011 精米（国産原料） 179 251030 チ ッ プ ：

蛾な嫌微̂ ^s j
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_ の基本的構造の決定（一)

付 表 1 のつづ.き

180 I 251010 1製 材 230 311830 石灰窒素

( 1 5 ) 〔イソキ，染料及び塗料系統D 231 311110 、.アンモニヤ

181 319230 印刷イソキ 232 311130 力一バイト

182 231600 染色整理 233 339010 炭素製品

183 311301 直按染料
234 311211 純ベンゾール

184 311302 酸性染料 235 311212 90%ベンゾール

185 311309 その他の合成染料 236 311213 純トリオール

186 313000 塗 料  - 237
238

311214
311215

クレオソート油 

ピ ッ ’チ
( 1 6 ) 〔化学（I )系統〕 239 311216 分溜石炭酸187

188
311790
311620

その他の合成樹脂
ビニロン  •

240 311217
zノ iî i 丨-1,ノ、fix
精製ナフタリン

189 311630 ナイロン
241 311219 その他のタール製品

190
191

311640
311650

242 329111 コークス
アクリルニトリル

エステル  ，
243 329119 その他の石炭乾溜製品

192 311690 その他の合成級維 ( 1 7 ) 〔化学( n )系統〕 ,
193 311611 さく酸_維素 244 311141 ソ ー ダ 灰 ,
194 311612 さく酸ビニール 245 311142 荀性ソーダ
195 311613 ホリヒニ'―ルアルコ一ル 246 311143 液体塩素
196 311619 そめ他の戡維原料用合成樹脂 • 247 311144 塩’ 酸
197 311720 德化ビ二一ル 248 311145 高度さらし粉
198 311730 石汕糸合成樹脂 249 311146' 普通さらし粉
199 311250 可 塑 剤 - 250 311149 その他のソ一ダ工業薬品
200 319240 農 薬 251 311120 硫 酸
201 311920 高圧ガス

202 311990 その他の基礎薬品 ( 1 8 ) 〔化学(m )系統〕

203 311281 ベンゾール(石油系） 252 211040 エチルアルコ一ル

204 . 311282 純トリオ- ル （石汕系） 253 311261 ァセトン（発酵）

205 311283 無水フタ一ル酸（石汕系） ' 254 311262 ブタノ一ル（発酵）

206 311284 アセトン（石油系） 255 3U271 精製グリセリン

207丨311285 ブタノ 一ル（石油系） 256 311279 その他の油脂加工製品

208 311286 合成ゴム
209 311289 その他の石油化学製品 CR.MO PART
210 311931 硝 化 綿
211 311932 セルロイド生地 ( 1 9 ) 〔敷物原料作物〕

212 311221 合成石炭酸 257 J 011510 | 敷物原料作物

213 311222 ァ ニリ ン ( 2 0 ) 〔鉄鉱石系統〕
214 311223 無水フタ—ル酸 . 258 121001 鉄鉱石（国産）
215 311229 その他の環式中間物 259 121002 鉄鉱石（輪入）
216 311241 合成さく酸 260 121003 砂 鉄
217 311249 その他のアセチレン系誘導品 261 121004 硫酸焼鉱
218
219

311231
311232

精製メタノール 

ホルマリン
( 2 1 ) 〔非鉄鉱石系統〕

262 342190 非鉄金属地金220 311239 その他のメタノール系誘導故 • 263 122010 銅 鉱221 311821 過りん酸石灰 264 122020 船 ：鉱222 311822 よう成りん肥 265 122030 3 i i 鉛 鉱 '223
224

311829
311890

その他のりん酸質肥料 

その他の化学肥料
266 122090 その他の非鉄金属鉱物

225 311811 硫 安 ( 2 2 ) 〔鉄 屑 〕

226 311812 尿 ，素 '' 267 341200 | 
4120060|

鉄 屑

227 311813 塩 安 268 3 铁 屑 (篼生）
228 311814 硝 安 . ( 2 3 ) 〔非 細
229 311815 ?職化成肥料 269 | 343150 |卵鉄金厲屑
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择済の基本的構造の決定（一）

付 表 .1 のつづき

( 2 4 ) 〔動植分性原油〕 . 320 011129 その他の麦

270 312010 植物原油 321 011111 米

271 312020 動物原油 322 011112 糊 わ ら

272 312030 魚汕.汕柏 ( 2 6 ) 〔黛業原料系統〕

( 2 5 ) 〔天然作物系統〕 323 140010 石 灰 石

273 011221 とうもろこし，こうりゃん（輸入） 324 140020 砂利石材

274 011229 その他の雑穀 325 140030 窯業原料飲物

275 011530 棄たばこ ( 2 7 ) 〔天然系娥維原料系統〕 •
276 011240 野 菜 326 011701 繊維;n畜産（除羊毛）
277 011301 柑きつ類 327 011702 羊 毛
278 011302 り ん ご 328 011522 織物原料作物（除綿花）
279 011309 その他の采実 ' 329 011521 綿 花
280 041030 浅海養殖業 330 011801 蚕 け ん
281 042000 捕 鯨 業 1 331 011802 養蛋副產物
282
283
284

043010
043020
041020

内水面漁業 

内水面養殖業 

遠洋沖合漁業

( 2 8 ) 〔狩 臟 :〕

332 j 030000 | 狩 獵 業

285 041010 沿岸漁業 ( 2 9 ) 〔林産物系統〕

286 20il01 枝 肉  、 . 333 022001 素材（国産）

287 201102 原 皮 334 022002 素材输人）

288 201103 屠殺副産物 335 021120 特殊林産物 .
289 201104 鶏 肉 336 021110 育 林  .
290 201105 肉鶏処理副産物 337 011591 種 . 栢

291 011621 鶏 卵 338 011592 肥料用作物

292 011622 肉 鶏 339 011593 生 ゴ ム

293 011629 その他の養■生産物 340 011599 非食用耕種作物

294 011631 豚 ( 3 0 ) 〔石炭及び原塩，硫化鉱〕
295 011639 その他の養豚生產物 341 110101 原料炭（国産）
296 011641 肉 牛 342 110102 原料炭偏人）
297 011649 その他の肉牛生産物 ’ 343 110103 一 般 炭 ，
298 011691 肉 畜 344 110104 無煙炭個産）
299 011699 その他の畜産生産物 345 110105 無煙炭（輸入）
300 011231 大豆（国産） 346 191001 原塩（国産）
301 011232 大豆（輸人） 347 191002 原塩（輸入）
302 011239 その他の豆類 348 199010 硫 黄
303 011491 飼料用作物 349 199020 硫 化 鉱
304 011492 香辛料作物（輸入） 350 199090 その他の非金属鉱物
305 011499 食用耕猶作物
306 011411 な た ね

( 3 1 ) 〔砂糖原料系統〕 f

307 011419 その他の汕糧作物
351 207001 精製糖（国産原料）

308 011611 牛 % ’
352 207002 精製糖（輪入原料）

309 011612 乳子牛（層殺向け）
353 207003 輪入麵副産物

310 011619 その他の酪農生産物
354 011420 砂糖原料作物 '

311 011211 甘 龍 ( 3 2 ) 〔原油及び天然ガス系統^
312 011212 ばれいしょ 355 130101 原汕（国産）

313 011431 コーヒー豆，カカオ豆 356 130102 原汕（輸入）

314 011439 その他の飲料用作物 357 130200 天然ガス

315 011121 大麦. はだか麦（国産〉
316 011122 大麦• はだか表（輸入） (E 〕 PART
317 011123 ビ — ル 表 ( 3 3 ) 〔燃料系統〕
318 011124 小 麦 （国産） 358 021201 | 木 炭
319 011125 小 麦 （輪入） 359 021202 1 薪
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経済め塞本的構迨の•決定（一)

付表 1 のつづき

I

I

360 110200 3 E 炭 408 1 280090 1その他の印刷出版

361 329120 酸 ，豆炭

362 511010 市業用電力 〔R〕 PART
363 511020 自家発電 (36) 〔補 修〕
364 512000 都市ガス 409 400300 建設補修
365 321001 揮 発 油 410 360690 民生用機械修理
366 321002 ジェット燃料油 411 381090 船舶修理
367 .321003 灯 汕 412 382090 鉄道軸•修理
368 321004 軽 油 413 389090 その他の輪送機械修理
369 321005 a  m 油 414 384000 自動車修理
370 321006 B .21 汕 4] 5 385090 'ニ . 三輪_ ， 転車修理
371 321007 。 重 油 416 360390 産業機械修理
372 321009 その他の石油製品 417 360290 工作•金厲加工機械修理

( 3 4 ) 〔医燊品〕 418 360190 原動機ボイラー修理■
、373 | 319100丨 医 薬 品 419 360490 一般座業機械および装匱修理

420 360590 事務用機械理
〔Aux〕 PART 421 370290 民生;Jj電気I i器修理

( 3 5 ) 〔補助材料〕
422 370390 その他の電気機器修理

374 209141 甘 .馬潭粉
423. 370190 道電機器修理

375 209142 その他の澱粉粕
424 350290 金物修理

376 239010 わら加工品
425. 391090 精密機械修理

377 233000 ロ一 プ漁網
426 392090 光学器具修理

378 272020 紙製容器

379 272030 紙 製 品
〔S〕 PART

380 252000 そ,の他の木製品 (37) rサービス〕

381 342300 ァルミ圧延 427 520010 上 水 道  '
382 .239090 その他の繊維雑品 428 520020 下 水 道
383 244090 その他の級維製既製品 429 520030 淸 掃 業
384 243000 衣服，身の廻り品 430 611000 卸 売
385 300011 タイヤ，チューヅ’ 431 612000 小 _売
386 300019 その他のゴム製品 432 620000 金 ’融
387 300020 ゴム製履物 433 630010 生命保险
388 241020 革製履物  • 434 630020 損害保険
389 399030 合成勘脂製品 435 640110 不動産仲介業
390 311710 熱硬化性樹脂 436 6401209 不 動 戯 货 料 *
391 319211 右 け ん 437 640200 住宅貨货料
392 319212 界而活性剤 438 711001 国有鉄道（旅客）
393 311911 二硫化炭素 439 711002 国有鉄道（貨物）
394 311912 亚 鉛 華 440 712101 地方鉄道軌道做客）
395 311913 酸化チタン 441 712102 地方鉄道軌道（貨物）
396 311914 力一ボンブラック 442 712200 道路旅客輪送
397 311919 その他の無機薬品 443 714100 道路貨物輸送.
398 319290 その他の終^学薬品 444 714200 道路輪送施設提供
399 399060 その他の製造業 445 715000 外洋輸送
400 332020 ガラス製品 446 716011 沿海内水面輪送（旅客）
401 339020 研 磨 材 447 716012 沿海内水而輪送（貨物）
402 239090 その他の土石製品 448 716020 沿海内水面施設提供
403 350220 道 具 類 449 717000 航 空  '
404 360700 機械机; H部品 450 719000 そめ他の輪送
405 350120 迚設用金厲製品 451 720000 倉 栉 槊
406 350240 その他の金厲製品 452 730010 馄信馄話
407 280010 新 聞 453 730020 郵 便

34(舰 ）
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経済の基本的構造の決定（一)

付 表 1 のつづき

454 810000 公 務  ：
455 821000 教 育 〔V〕 PART
456 822000 医 療 (38) C付加 _ 〕 -
457 829000 その他の公共サービス 469 911001 旅 费
458 830010 広 倍 470 911002 交 際 費
459 830090 その他め?其業所サービス 471 911003 福利.厚生費
460 840010 放 送 472 911009 その他の家計外消費支出 '
461 840020 映 画 473 941100 雇用者所得
462 840090 その他の娛楽業 474 941200 営業余剰
463 850100 飲 食 沾 475 942000 资本減耗引当 .464 850900 その他の対個人サービス 476 943000 間接税（関税を除く） '
465 012000 農 業 サ ー ビ ス . 477 944000 (控除).経常補助金
466 860000 4 f務用品
467 870000 梱 包
468 900000 分類不明

35(453)
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